
中油屋（修復完了）中油屋（修復完了）中油屋（修復完了）中油屋（修復完了）中油屋（修復完了）中油屋（修復完了）中油屋（修復完了） 油　屋（現在組立中の建物）油　屋（現在組立中の建物）油　屋（現在組立中の建物）油　屋（現在組立中の建物）油　屋（現在組立中の建物）油　屋（現在組立中の建物）油　屋（現在組立中の建物）

～ 復原組立の様子 ～～ 復原組立の様子 ～～ 復原組立の様子 ～～ 復原組立の様子 ～～ 復原組立の様子 ～～ 復原組立の様子 ～～ 復原組立の様子 ～

       

１.耐震補強の鉄骨１.耐震補強の鉄骨１.耐震補強の鉄骨１.耐震補強の鉄骨１.耐震補強の鉄骨１.耐震補強の鉄骨１.耐震補強の鉄骨

       
 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で 再用する部材は元の位置に、修理取替や復原で
 補足する部材と共に組み立てました。 補足する部材と共に組み立てました。 補足する部材と共に組み立てました。 補足する部材と共に組み立てました。 補足する部材と共に組み立てました。 補足する部材と共に組み立てました。 補足する部材と共に組み立てました。

 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな 耐震診断を実施し、大地震時に倒壊する恐れのな

３.屋根の組立３.屋根の組立３.屋根の組立３.屋根の組立３.屋根の組立３.屋根の組立３.屋根の組立
 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。 茅葺屋根下地の扠首（サス、合掌）を組みました。

４.茅葺屋根下地の竹組み４.茅葺屋根下地の竹組み４.茅葺屋根下地の竹組み４.茅葺屋根下地の竹組み４.茅葺屋根下地の竹組み４.茅葺屋根下地の竹組み４.茅葺屋根下地の竹組み
 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で 茅葺屋根の下地竹は従来の工法に倣ってわら縄で
 締めました。 締めました。 締めました。 締めました。 締めました。 締めました。 締めました。

５.軸組、屋根組完了５.軸組、屋根組完了５.軸組、屋根組完了５.軸組、屋根組完了５.軸組、屋根組完了５.軸組、屋根組完了５.軸組、屋根組完了
 油屋の骨格が出来上がりました。 油屋の骨格が出来上がりました。 油屋の骨格が出来上がりました。 油屋の骨格が出来上がりました。 油屋の骨格が出来上がりました。 油屋の骨格が出来上がりました。 油屋の骨格が出来上がりました。

６.カマドの製作６.カマドの製作６.カマドの製作６.カマドの製作６.カマドの製作６.カマドの製作６.カマドの製作

７.１階内部７.１階内部７.１階内部７.１階内部７.１階内部７.１階内部７.１階内部

 ました。 ました。 ました。 ました。 ました。 ました。 ました。
 ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき ２階床組や土壁が塗られ、内部も出来上がってき

８.正面外部８.正面外部８.正面外部８.正面外部８.正面外部８.正面外部８.正面外部
 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ 正面の旧薩摩街道に面して幕末の姿が徐々に現れ
 てきました。 てきました。 てきました。 てきました。 てきました。 てきました。 てきました。

 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。 いよう、内部に補強鉄骨を組み入れています。

油屋の歴史と今回の修理油屋の歴史と今回の修理油屋の歴史と今回の修理油屋の歴史と今回の修理油屋の歴史と今回の修理油屋の歴史と今回の修理油屋の歴史と今回の修理

2018.09.22 現場公開資料2018.09.22 現場公開資料2018.09.22 現場公開資料2018.09.22 現場公開資料2018.09.22 現場公開資料2018.09.22 現場公開資料2018.09.22 現場公開資料

小郡市指定有形文化財小郡市指定有形文化財小郡市指定有形文化財小郡市指定有形文化財小郡市指定有形文化財小郡市指定有形文化財小郡市指定有形文化財

設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会設計監理　公益財団法人　文化財建造物保存技術協会

復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店復原組立　株 式 会 社　 島 崎 工 務 店

発 注 者　小　 郡 　市発 注 者　小　 郡 　市発 注 者　小　 郡 　市発 注 者　小　 郡 　市発 注 者　小　 郡 　市発 注 者　小　 郡 　市発 注 者　小　 郡 　市

旧 松 崎 旅 籠 油 屋旧 松 崎 旅 籠 油 屋旧 松 崎 旅 籠 油 屋旧 松 崎 旅 籠 油 屋旧 松 崎 旅 籠 油 屋旧 松 崎 旅 籠 油 屋旧 松 崎 旅 籠 油 屋
復原 組立 現場一 般公 開復原 組立 現場一 般公 開復原 組立 現場一 般公 開復原 組立 現場一 般公 開復原 組立 現場一 般公 開復原 組立 現場一 般公 開復原 組立 現場一 般公 開

  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿  　江戸時代、宿場町として栄えた松崎宿は薩摩街道の筑後国北端に位置し北は山家宿、南は府中宿
　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒　(現在の久留米市高良大社の麓)に至ります。慶応元年(1865)の資料には総戸数 129軒で旅籠が26軒

　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。　あったことが記されていますが、油屋はその中でも松崎宿に唯一残存する江戸時代の旅籠です。

　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から　　敷地南側の「油屋」と呼ばれる主屋と、その北側の「中油屋」と呼ばれる座敷の二つの建物から

　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。　成り立ち、旧薩摩街道に面して建っています。

　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明　　当時、油屋は一般の宿泊客を、中油屋は身分の高い人を泊めるのに用いられました。中油屋は明

  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が  治になって参勤交代や宿場制度が廃止されるに伴い身分の高い客を泊める座敷としての存在理由が

  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)  薄れ、その後(道路に面した)正面を２階建てに増築しました。(現在その２階は幕末復原により撤去)

　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、　　油屋は旅籠として昭和初期まで経営が続けられ、戦時中は大刀洗航空基地技能者養成所の独身寮、

  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間  終戦時は帰国を待つ朝鮮人家族の寮、戦後は芝居小屋や食堂、電器店などとして使用され、この間

  多くの増改築が行われました。  多くの増改築が行われました。  多くの増改築が行われました。  多くの増改築が行われました。  多くの増改築が行われました。  多くの増改築が行われました。  多くの増改築が行われました。

　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の　　平成３年の台風で主屋の屋根が破損したことから、当時の所有者より解体する旨が地元の方々の
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２.軸組（構造的な部材）の組立２.軸組（構造的な部材）の組立２.軸組（構造的な部材）の組立２.軸組（構造的な部材）の組立２.軸組（構造的な部材）の組立２.軸組（構造的な部材）の組立２.軸組（構造的な部材）の組立
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